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3 a) 「高次微分を用いた近似計算」の裏面の囲みの式を用いる．
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6 a) まず，臨界点を求めるために，連立方程式
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30=2/を得る．次に

「多変数関数の極大・極小」の 2ページ目にある D.x; y/を計算し，同じ場所にある極大・極小
の判定法を用いる．
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7 L.x; y; �/ D xy � �.x2 C xy C y2 � 1/とおく．
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8 a) 箱の底辺の縦と横の長さはそれぞれ，x � 2z，y � 2z であり，箱の高さは z である．ボー
ル紙の面積は一定値 a2 という条件より xy D a2．これを用いて y を消去して，
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最初の 2つの式から z.y � x/ D 0を得る．まず，z D 0とすると， V D 0となり，V は最大に
はならないので，不可．
次に y D x とする．これを第 3式に代入すると，.x � 2z/.x � 6z/ D 0となる．ここで，x D 2z

のときも V D 0 となるので不可．よって x D 6z．さらに，y D x を第 4 式に代入すると
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